
あきうてんきてつどう 秋保電気鉄道

1 事業者の慨嬰

名称 秋保電気鉄道株式会社，本社 宮j成りよ仙台市長IHJ，資

本金 2，550 万 円，おもな事業 地方鉄道のほか一般乗合旅客自

動車運送I作業路線 31km および一般 l't切旅客 自動車迷送事業

ならびに旅館業，石材業。鉄道従業員 84 人，保有111両電気機関

平 1 ， m動答11主 8，客車 5，貨車 10 問。

沿革大正 2 ・6

秩保石材軌道株式

会祉を設立し， 同

3 ・ 12.馬力による

軌道営業を 1m始し

た。 大正 14 ・ 6 動

力を電気に変更す

るとともに組名を秋保電気軌道と改め，さ らに昭和 20 ・ 1 軌道を

地方鉄道に変吏し現在の社名とした。

77よ之| 昭和 28 29 10 

旅 客繍送人 民(千人) 1.280 1,278 1,311 

人 キ ロ(千) 7.386 8,012 8,251 

貨物愉送ト γ数(千 t ) 3 3 3 

ト γ キロ(千) 47 47 46 

旅 客収 入(千円) 22.074 21,554 22.217 

貨物収入( ，， ) 1,245 1,353 1,150 

五E I自雑 収(，，) 70 83 112 

収入合計(，，) 23.389 22.990 23.479 

営 琇'i '1'1 ( け 22.858 23,323 23.519 

営業利益(，，) 530 ム 333 ム 40 

営築 係数( %) 98 101 100 

2 地ブJ鉄道級

官以y;~下において東北本線長町駅に述絡し， 長町から紋保温

泉に至る延長 16km の単線， 動力は電気，軌聞は 1.067 m で旅

客および貨物巡紛の鉄道である。大正 l ・ 1 0 ・ 21 軌道特許を受け，

同 3 ・ 1 2 ・ 23 巡輸開始し， 昭和 19 ・ 11 ・ 18 地方鉄道に変更した。

3 沿線の観光地

秋保温泉， 続々峡，秋{呆大滝(秋保温泉駅)。

4 .ìlli愉概況 (表参照). (石川口)

あきせん 安芸線 広島県広品市と同県呉市 と を結ぶ国鉄自動

革路線であって所管する 自動車営業所は安芸郡船越田Iに， 同支

所は呉市(広)にある。

l 区間およびキロ程広島 ・ {ニブ'j 39km 

2 沿 7(,: 広王者 ・ 仁ブj 11召 17 ・ 7 ・ 1 開業

3 営業筋肉{ 旅客， 手小荷物および貨物を取扱う。

4 使 命

鉄道の制jDJJ ・ 培養の使命をもって発足したが， 近時割l市交通

の使命をもまE当するよ うにな っ た。

一一一 5 

あきたちゅう

5 特長

紙屋町(広浜線) ・ 本通十三丁目間は 7 時から 22 時まで 15 分

毎にt'fjilH史， 30 分 fftに急行使 ・快速使を交互に運転し ， 紙屋町・

呉 ・ 泉瀬(凶条線)間，紙屋町 ・ 呉 ・ 仁方問および紙屋町 ・ 海問

問はおおむね 5 分毎に運転 し ， 紙屋町 ・ 海問問の 1 日の往復回

数は突に 160 余回におよび，紙屋町 ・ 本)lli十三丁目!日!は普通乗

車券および回数乗車券所持の旅客に対して広島電鉄株式会社，

呉市交通との相互乗車のl荻鍛をしている。

沿線は風光明びな瀬戸内海に臨し， 白砂背松の狩留11.浜 o.守

留1'("け) ， 潟水の治らかな浜崎(大屋矯)，小屋 if!ì(小慶尚橋)等の

各海水浴劫あ り ， 家族連れの ν クリ エー ショ γに好適である。

また沿線の海は生かきの生産地で有名である。 (õJæf虎男)

あきたしこうつうきょく 秋田市交通局 (軌道)

1 事業者の慨嬰 「一二二--

名柄 紋|到市， 所在地秋田県

秋田市新大工!日J，資本金 6，294 万

円 ， おもな~J~染 軌道業のほか一

般乗合旅客 自 動車巡送事業路線

88km. 

i'd革 IYJ治 23 ・ 10 秋田馬111鉄道

株式会社が秋岡 ・ 二七自身|間鉄道馬車

を開業し， 大正 5 ・ 10 馬力を電力に

変吏するとともに秩関電気軌道株

式会社と社名を変更 した。 IIH和 5 ・

11秋閏従事株式会社がこれを談受

け， さらに問 16 . 4 紋任l市がこれを

民収し， 同 27{f:よ り 秋田市公営企業として現ずEに蛮 っている。

2 軌道線

開業料i 土附 ・ 秋i上l駅前(秋凶県)間 7 . 3 km の旅客運輸の軌

道でi幹線 ， 動力は電気， 軌聞は 1.067m である。明治 2 1 ・ 6 ・ 28

土崎 ' W!大工問] 間 5.3km の特許を受け， 問 22 ・ 7 ・ 14 .ìlli給開始

し ， その後昭和 25 ・ 2 ・ 25 新大工IIJJ ' 秋田駅前間 2km の特許を

受け，同 25 ・ 9 ・ l 一部五l!給開始し ， 同 26 ・ 2 ・ 7 全通 した。

3 運輸概況

二-\\H Zm1~〈庶三~ 29 30 

旅客愉送入品(千人) 3.875 I 3,501 3,398 

人 キ ロ(千) 24,028 [ 21.706 21,070 
貨物愉送ト γ数 (千 t )

ト γ キロ(千)

旅 客 収入(千円) 34.944 30.549 29,241 
貨物収入(，，)

述檎雑収(，，) 648 380 539 

収入合計(，，) 35.~91 30,929 29,780 
営 2臣 'L~ (,,) 34,245 35,729 32,518 
営業利益(，，) 1,347 6. 4.799 6. 2,738 
営業 係数(%) 96 116 109 

(志村幹雄)

あきたち ゅ うおうこ う つう 秋田中失交通 (軌道)

1 IJj:業者の概i};lf

名称秋問中央交通株式会社， 本社秩悶県筒紋悶君1\1L城 目

IIJJ ， 穴水金 3 ，500 万円 ， .おも な事業 軌道業のほか一般架合

旅客自動I[ë.ìlli送事業路線 322 km ， 一般貸切旅客 iヨ ífljjll1 .ìlli送事

業。軌道従業員 4 1 人 ， 保有車両客車 2， 貨車 22 雨。

・ 0 革 大正 10 ・ l 資本金 20 万円をもって五減目軌道株式会社




